
1991年 出上の木簡

奈
良
・唐
招
提
寺

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
五
条
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九

一
年

（平
３
）
七
月
を

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
一削
園
実
知
雄

・
土
橋
理
子

。
平
松
良
雄

５
　
遺
跡
の
種
類
　
邸
宅

・
寺
院
跡

６
　
注退
跡
の
年
代
　
八
世
紀
ｉ
現
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
は
、
唐
招
提
寺
が

一
九
八
八
年
度
か
ら
行
な
っ
て
い
る
防
災
工
事
に

伴
う
事
前
調
査
で
、
第
四
次
に
あ
た
る
。
今
回
の
調
査
区
は
、
境
内
主
要
伽
藍

の
北
半
部
に
集
中
し
た
が
、
ト

レ
ン
チ
が

一
生

一ぞ
二

・
Ｏ

ｍ

と
い
う
き
わ
め
て
狭
い
幅
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
検
出
し
た
遺
構

の
性
格
を
充
分
把
握
す
る
こ
と

緋
は
で
き
な
か
った
。
防
災
工事

良

ヵ
広
範
囲
に
わ
た
る
た
め
、
１

僚

東
室
東
区
、
２
宝
蔵
北
区
、
３

食
堂
東
区
、
４
西
室
南
区
、
５

西
室
西
区
、
６
講
堂
西

。
北
区
、
７
本
坊
南
区
の
小
地
区
に
区
分
し
て
調
査
を

進
め
た
。
発
掘
し
た
ト
レ
ン
チ
の
総
延
長
は
四
〇
二
ｍ
、
面
積
は
六
四
二
だ
で

あ
る
。

検
出
し
た
遺
構
は
、
唐
招
提
寺
創
建
以
前
、
唐
招
提
寺
創
建
時
、
中
世
以
降

の
三
時
期
に
大
別
で
き
る
。
そ
の
中
で
唐
招
提
寺
創
建
以
前
の
前
身
遺
構
と
、

創
建
時
の
主
な
遺
構
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

ま
ず
前
身
遺
構
で
は
、
１
区
で
東
西
方
向
の
溝
二
条
を
検
出
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
は
幅

一
。
三
ｍ
で
、
北
側
石
に
は
凝
灰
岩
切
石
を
使
用
、
南
側
石
に
は
自
然

石
を
使
用
し
て
い
る
。
深
さ
は
現
状
で
は
約
二
〇
伽
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｏ
二
は
Ｓ

Ｄ
〇

一
の
南

一
・
二
ｍ
の
と
こ
ろ
に
平
行
し
て
走
る
幅
六
Ｏ
ｃｍ
の
東
西
方
向
の

溝
で
あ
る
。
北
側
に
平
瓦
を
た
て
て
な
ら
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
条
の
溝
は
、

講
堂
地
下
、
東
室
地
下
で
そ
れ
ぞ
れ
の
解
体
修
理
に
伴

っ
て
検
出
さ
れ
て
い
る

溝
と

一
連
の
遺
構
で
、
新
田
部
親
王
邸
に
か
か
わ
る
可
能
性
が
強
い
。
４
区
の

西
端
近
く
で
、
幅
八
〇
伽
で
南
西
方
向
か
ら
北
東
方
向
に
流
路
を
も
つ
溝
ｓ
Ｄ

Ｏ
四
を
検
出
し
た
。
溝
中
に
径

一
〇
硼
、
長
さ
七
五
ｃｍ
の
円
筒
形
の
上
管
を
埋

設
し
て
い
る
。
調
査
区
内
で
は
三
本
を
確
認
し
た
。
こ
の
上
管
の
胎
土

・
焼
成

が
創
建
前
の
瓦
六
〇

一
二
型
式
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
前
身
遺
構

に
関
連
す
る
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

創
建
時
の
遺
構
と
し
て
は
、
ま
ず
１
区
か
ら
２
区
に
か
け
て
広
が
る
円
形
の

池
状
遺
構
ｓ
Ｋ
Ｏ

一
が
あ
げ
ら
れ
る
。
直
径
約

一
〇
ｍ
、
深
さ
は
約

一
・
五
ｍ

で
、
底
に
は
粘
土
層
が
堆
積
し
て
い
る
。
瓦
を
多
量
に
合
む
が
、
鎌
倉
時
代
後



半
に
埋
ま
っ
て
い
る
。
４
区
の
東
端
近
く
で
は
金
堂
東
回
廊
西
雨
落
溝
と
み
ら

れ
る
幅
五
〇
側
の
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ
七
を
検
出
し
、
さ
ら
に
西

一
四
ｍ
の
と
こ
ろ

で
幅
八
〇
卿
、
深
さ
二
〇
硼
の
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ
三
を
検
出
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｏ
三
か

ら
は
三
彩
瓦
片
、
緑
釉
陶
器
片
が
多
量
に
出
上
し
て
い
る
。
遺
物
は
奈
良
時
代

中
棄
前
後
か
ら
後
半
の
時
期
の
も
の
を
含
む
た
め
、
創
建
時
に
は
機
能
し
て
い

た
溝
と
み
て
よ
い
。
５
区
の
北
端
近
く
、
開
山
堂
跡
の
西
で
は
北
西
か
ら
南
東

方
向
に
流
路
を
も
つ
上
部
幅
約
二

・
五
ｍ
、
下
部
幅
約

一
ｍ
、
深
さ
約
五
〇
伽

の
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ
五
を
検
出
し
た
。
こ
の
溝
は
横
板
と
杭
で
護
岸
さ
れ
て
い
る
。
下

層
は
暗
灰
色
砂
層
で
、
木
簡
、
墨
書
土
器
片
の
ほ
か
、
多
量
の
上
師
器
、
須
恵

器
片
が
出
上
し
た
。
こ
の
Ｓ
Ｄ
Ｏ
五
を
東
に
若
千
拡
張
し
た
と
こ
ろ
、
溝
を
埋

め
て
そ
の
上
に
築
い
た
幅
五
〇
伽
の
南
北
方
向
の
石
溝
ｓ
Ｄ
Ｏ
六
と
、
そ
れ
を

後
に
利
用
し
た
幅
六
〇
∽
の
築
地
塀
Ｓ
Ｘ
Ｏ

一
を
検
出
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｏ
六
は
Ｓ

Ｄ
Ｏ
五
が
埋
め
ら
れ
た
直
後
の
平
安
前
期
、
Ｓ
Ｘ
Ｏ

一
は
中
世
以
降
の
遺
構
と

考
え
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｏ
六
は
そ
の
位
置
か
ら
み
て
、
西
室
創
建
時
の
遺
構
の
可

能
性
が
強
い
。

遺
物
は
多
量
の
瓦
類
の
ほ
か
、
土
師
器

。
須
恵
器

・
瓦
質
土
器

・
陶
器

。
瓦

器

。
緑
釉
陶
器

・
木
簡

。
土
馬
片

。
円
筒
埴
輪
片
等
が
出
土
し
て
い
る
。
主
な

遺
物
と
し
て
、
ま
ず
瓦
は
軒
丸
瓦
六
六
点

（
一
一
型
式
一
三
種
）、
軒
平
瓦
六
四

点

（
三
ハ
型
式
）、
鬼
瓦

一
点
、
三
彩
平
瓦

一
〇
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

緑
釉
陶
器
は
香
炉
蓋
、　
椀
が
そ
れ
ぞ
れ

一
点
、　
椀

・
杯
片
が
二
〇
点
余
出
土

し
て
い
る
。
墨
書
土
器
に
は

「招
提
寺
」
（須
恵
器
皿
片
）、
「招
提
／
佛
佛
…
」

（杯
片
）
、

「
招
提
寺
」

（杯
片
）、

玄

つ

。
８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容〔格

力
〕

ω
　
。
「
二
月
五
日
□

×

法
計
計

×

「寺
」
（杯
片
）、

「大
衆
」
（杯
片
）
な
ど
が
あ

日 口 正
□ □ 月
四ぃ三  一

需呈
□
 邑

四

俗

じ

×

合

∪

×

い
　

⇔
留
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②

　

□
□
福
観

ｘ

⑤
　
。
「
＜
□
□
国
□
□
郡
□

〔屋
ヵ
〕

。
「
＜
□
□
郷
一戸
主
□

（岸Φ
μ）
×
μΦ
×
〕〇
　
〇ω
μ

（
硝

じ

×
含

じ

×
ω
　
⇔
∞
ｏ

四
点
出
土
し
て
い
る
が
判
読
可
能
な
の
は
三
点
で
あ
る
。
そ
の
中
で
０
は
貢

進
物
付
札
で
、
国

・
郡

・
郷
の
記
載
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
郷
里
制
か
ら
郷

制
に
切
り
換
え
ら
れ
た
天
平

一
二
年

（七
四
〇
）
以
後
の
木
簡
と
み
ら
れ
る
。
新

田
部
親
王
は
天
平
七
年

（七
一一一五
）
に
没
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
木
簡
は
親

王
没
後
の
も
の
と
な
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｏ
五
の
同

一
層
内
に
は
、
奈
良
時
代
後
半
の
遺

物
も
含
ま
れ
て
お
り
、
唐
招
提
寺
造
営
に
か
か
わ
る
木
簡

の
可
能
性
も
あ
る

が
、
　
一
九
六
九
年
の
講
堂
解
体
修
理
に
伴
う
調
査
で
出
上
し
た
天
平

一
五
年

（七
四
一一じ
の
木
簡

翁
木
簡
研
究
』
八
）
と
と
も
に
、
新
田
部
親
王
邸
か
ら
唐
招
提

寺

へ
の
移
行
期
の
状
況
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
木
簡
と
い
え
よ
う
。

な
お
釈
読
に
つ
い
て
は
和
田
率
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（前
園
実
知
雄
）


